
県教育委員会と倉吉市教育委員会及び
岩美町教育委員会が共同で行っている実
証研究の取組を紹介します。

第６章

客観的な根拠を重視した
教育政策（EBPM）の推進

・倉吉市教育委員会
・倉吉市立打吹小学校
・倉吉市立西中学校
・岩美町教育委員会等
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客観的な根拠を重視した教育政策（ＥＢＰＭ※）の推進について 

 

※ＥＢＰＭ：Evidence Based Policy Makingの略称で、エビデンス（客観的な根

拠）に基づき、より実効性の高い政策を立案すること 

 

とっとり学力・学習状況調査を全面実施して４年目を迎え、個人又は集団における学

力の状況、学力を支える力である学習方略や非認知能力を経年で調査することで、学力

レベルの伸びや非認知能力等の変化を見ることができるなど、この調査から多くのデー

タを得ることができるようになった。伸びに着目した取組に加え、令和５年度からは、

伸びそのものの変化（伸びの伸び）も見取ることができるようになっている。ここで得

られたデータをエビデンス（客観的な根拠）として活用し、教育政策に生かすことで、

よりよい教育実践ができると考えている。しかし、教育データの活用については、全国

的にも先行事例が少ないため、県教育委員会と倉吉市教育委員会及び岩美町教育委員会

とが連携し、市町の学校のデータを基に共同で実証研究を行い、そこで得られた成果や

好事例を県内の学校に発信していくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＢＰＭを推進することで、次の３つのような効果を期待している。 

 

 

 

 

 

   

 

 

この３つの視点を持ちながら、指導・支援の在り方の見直しや校内研究等の効果検証

を行い、次年度以降の教育政策に生かすことで、この調査結果をエビデンスとした効果

の高い教育を推進したいと考えている。 

①優れた教師の経験や勘、そして匠の指導技術を、言語化・可視化・定量化するなどして、

若手教師に効率的・効果的に伝承することができる。 

②データによるエビデンスと教師の経験や勘を融合し、より効果の高い教育実践を行うこ

とができる。 

③今まで良いとされている取組、常識だと思われている取組について、その効果を検証す

ることで、エビデンスに基づいたスクラップアンドビルドを推し進めることができる。 
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  今年度、倉吉市教育委員会や岩美町教育委員会と県教育委員会、そして文部科学省地

方教育アドバイザーや鳥取県教育データ活用アドバイザーが一丸となって進めてきた実

証研究について、今まで取り組んできたことや協議してきたこと、そして、得られた知

見をまとめた。 

 

１ 研究推進の方法 

（１）市町教育委員会と県教育委員会で実証研究チームを構成する。 

（２）テーマを設定する。 

（３）とっとり学力・学習状況調査の調査結果を分析する。 

（４）学校を訪問し、聞き取り調査等を行う。 

（５）調査や取組の内容をまとめる。 

（６）とっとり学力・学習状況調査報告書に調査結果や取組について掲載して周知を図る。 

 

２ 研究のサポート 

  文部科学省地方教育アドバイザー及び鳥取県教育データ活用アドバイザーから、デー

タ分析の意義や方法、教育政策の検証等について指導・助言を受ける。 

◇地方教育アドバイザー 

文部科学省大臣官房人事課 人事企画官（併）副長 大江 耕太郎 氏 

スポーツ庁健康スポーツ課 企画係長 藤野 萌子 氏 

  ◇鳥取県教育データ活用アドバイザー 

   文部科学省大臣官房人事課 計画調整班 専門職 大井 康平 氏 

 

３ 学校の教育効果を図る視点 

  以下の３点に着目し、分析を進める。 

（１）学力が伸びた児童生徒の割合・学力レベルの伸び 

（２）非認知能力、学習方略 

（３）児童生徒の学力が伸びた学級の割合 
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客観的な根拠を重視した教育政策（ＥＢＰＭ）の推進 
【倉吉市教育委員会の取組】 

 
１ はじめに 

  教育データを効果的に活用した教育施策を推進していくために、令和４年度より、倉吉市教育委員会と

県教育委員会は、倉吉市内の学校のデータを基に共同で実証研究を行い、そこで得られた成果や好事例を

県内の学校に発信することとしている。 

 

２ 研究テーマ 

 ・小学校において、中学校でも学力を伸ばすための指導のポイントは何か。 

（どのような指導が中学校で学力を伸ばし続けることにつながるか。） 

・中学校において、学力を伸ばす学級経営・学年経営のポイントは何か。※学年主任の役割 

（どのような学級経営・学年経営が学力を伸ばし続けることにつながるか。） 

 

３ 具体的取組の実際 

（１）倉吉市立小・中学校全校訪問について 

  倉吉市教育委員会と県教育委員会が倉吉市内の全学校の結果を把握し、各学校におけるとっとり学力・

学習状況調査の結果活用状況や学校経営にどう生かしていくかについて各学校管理職及び担当者、倉吉市

教育委員会、県教育委員会で協議した。 

（２）とっとり学力・学習状況調査倉吉市プロジェクトについて 

  とっとり学力・学習状況調査の結果を活用した学校マネジメントについてプロジェクトメンバーを中心

に共同研究を進めることを通して、とっとり学力・学習状況調査の学校マネジメントの資源としての可能

性を探るとともに、その進捗状況及び成果等を普及し、各学校におけるマネジメント能力向上を目指すた

め令和５年度にプロジェクトを立ち上げた。 

○倉吉市立打吹小学校 

   「学校マネジメントへの活用」 

    ・児童の伸びについて追跡調査を行いながら、講じた教育施策の効果検証を行う。 

    ・校内研究等の学校における教育施策の指標、改善の根拠とする。 

    ・教職員の人材育成を図るために活用する。 

  ○倉吉市立西中学校 

   「中学校における活用に係る好事例の創出」 

    ・学年会議において、分析シート（学校用３）を活用し、学力を伸ばした生徒の特徴や教師の学力

を伸ばしたと考えられる手立てについて協議する。 

    ・不登校対策についての協議（「水曜会議」）において、帳票４０を活用し、気になる生徒への手

立てについて協議する。 

    ・校内研究において、授業の質と非認知能力の向上を図るための視点や研究指標として活用する。 

（３）スケジュール 

日にち 内容 参加者 

５月７日（火） 
第１回チーム会議 
・現状についての情報共有 
・取組についての協議 

・市教委 ・県教委 
・地方教育アドバイザー 

５月１４日（火） 
倉吉市プロジェクトチーム会議 
・活用協力校の取組についての協議 

・市教委 ・県教委 
・学校 

５月２２日（水） 

第２回チーム会議兼地方教育アドバイザーによる市
教委及び学校訪問 
・倉吉市教育委員会訪問 
 教育長との面談 
 倉吉市の取組等についての協議 
・打吹小学校訪問 
 授業参観、校長面談等 

・市教委 ・県教委 
・学校 
・地方教育アドバイザー 

６月４日（火） 
倉吉市・岩美町活用協力校連携 
・活用協力校の校長による調査結果をもとにした対話 

・市教委 ・町教委 
・県教委 ・学校 
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８月１日（木） 

第３回チーム会議兼地方教育アドバイザーによる市
教委訪問 
・全国学力・学習状況調査結果分析 
・全校訪問についての協議 

・市教委 ・県教委  
・地方教育アドバイザー 

１０月１８日（金） 
第４回チーム会議 
・調査結果分析 
・学校支援についての協議 

・市教委 ・県教委 

１１月、１２月 
倉吉市立小・中学校全校訪問 
・とっとり学力・学習状況調査の活用について協議 

・市教委 ・県教委 
・学校 

１２月９日（月） 
第５回チーム会議 
・研究の方向性について 
・学校訪問について協議 

・市教委 ・県教委 
・学校 

１２月１２日（木） 

第６回チーム会議兼地方教育アドバイザーによる市
教委及び学校訪問 
・学校訪問 
 調査分析及び取組について 
・倉吉市教育委員会への訪問 
取組について協議 

・市教委 ・県教委 
・学校 
・地方教育アドバイザー 

１２月１６日（月） 

倉吉市プロジェクトミーティング 
・打吹小学校訪問 
調査結果をもとにした協議 
学校マネジメントへの活用についての協議 

・市教委 ・県教委 
・学校 

１２月１８日（水） 

倉吉市プロジェクトミーティング 
・西中学校訪問 
調査結果をもとにした協議 
校内研究への活用についての協議 

・市教委 ・県教委 
・学校 

１月１７日（金） 
倉吉市・岩美町活用協力校連携 
・活用協力校の校長による調査結果をもとにした対話 

・市教委 ・県教委  
・学校 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

  ○地方教育アドバイザー、倉吉市教育委員会、県教育委員会が連携し、各学校を訪問することで、とっ

とり学力・学習状況調査の意義が浸透し、調査結果の分析をもとにした授業改善や校内研究等への活

用が多くの学校で実施されている。 

○倉吉市教育委員会と県教育委員会が共同で調査結果を分析することで、客観的に学校の状況を把握す

ることができ、学校訪問の際に根拠をもとに学校と協議することにつながった。 

○プロジェクトを立ち上げ、学校の取組について倉吉市教育委員会と鳥取県教育委員会が共同して考え、

サポートすることで、次ページ以降で紹介する打吹小学校及び西中学校の取組に見られるようなとっ

とり学力・学習状況調査の調査結果の効果的活用につながった。 

（２）課題 

○とっとり学力・学習状況調査は、年に１回の調査であることから、分析するだけの十分なデータとは

言えない。そこで、学校への聞き取りや訪問を通して、２で示した研究テーマについての分析をさら

に進め、研究結果やそこで得られた知見を周知することで、教育施策の立案や改善に活用できるよう

にしていきたい。 

○非認知能力や学習方略等に着目する意識が高まっている一方で、年に１回の調査では活用に限度があ

るため、令和７年２月に開発、配信した非認知能力等調査アプリ「見え～る」の効果的活用が必要で

ある。 



 

客観的な根拠を重視した教育政策（ＥＢＰＭ）の推進 
【「とっとり学力・学習状況調査倉吉市プロジェクト」－倉吉市立打吹小学校の事例】 

 

本プロジェクトにおいて、打吹小学校では学校長による「学校マネジメントへの活用」を主眼としながら、

具体的には以下の３点を視点とした取組を進めている。 

（１）児童の伸びについて追跡調査を行いながら、講じた教育施策の効果検証を行う。 

（２）校内研究等の学校における教育施策の指標、改善の根拠とする。 

（３）教職員の人材育成を図るために活用する。 

本報告では、以下をテーマとして、特に（１）（２）に係る取組の一端を紹介する。 

 

 
―学校現場におけるＥＢＰＭの実際と可能性― 

 

１ はじめに 

 ＩＲＴ（※）を基にしたとっとり学力・学習状況調査（以下、「とっとり学調」）は、他の調査にはない特

徴や可能性を備えている。例えば、学力とそれを支える非認知能力（心）と学習方略（学び方）とを一体的

に捉え、それらの伸びを追うことができる。そして、それらを子ども達一人一人（個の視点）、学級・学年

や学校全体（集団の視点）という複数の視点から捉えることができる。とっとり学調が備えているこうした

特徴を、研究推進を中核とした学校経営に活かしながら取り組んでいるのが、打吹小学校の事例である。同

校ではさらに、とっとり学調だけでは対応できない部分を補完していくような試みにもいち早く着手した。 

学校におけるＥＢＰＭの具体的事例について、その基本的な考え方や取組の過程、今後の可能性等を紹介

したい。        ※ＩＲＴ（Item Response Theory）/「項目反応理論」あるいは「項目応答理論」等と訳されるテスト理論 

 

２ 自校でつくるＥＢＰＭの基盤 

（１）打吹小学校がめざすところ 

打吹小学校では、主体的・対話的で深い学びを通して培った学び方を教室の中だけに留めることなく、自

己の生き方へとつなげることができる子どもの育成をめざしており、これを「『ひとり立ち』する子ども（知

の創造者）」と呼び、教育活動全体を通してその育成を構想している【１】。そのためには、自らの学びを

駆使して、多様な他者と協働しながら課題解決を行っていく上で必要となる様々な「方略」（打吹小ではこ

れを「ワザ」と呼ぶ）の獲得と、自己効力感をはじめとした「非認知能力」の育成が必然のものとなる。プ

ロジェクトを推進する上で、とっとり学調を活用しながら、令和６年度は特に「非認知能力の育成」を重点

の一つとして様々な取組を行った【２】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１】研究推進の基本構想 【２】授業改善の基本構想 

非認知能力の向上に向けた打吹小学校の歩みと足跡 ―学校におけるＥＢＰＭの実際と可能性― 



 

（２）学校が育てたい非認知能力・学習方略の具体化 

 打吹小学校は、旧成徳小学校と旧灘手小学校が統合して新設された学校である。自校の子ども達に育てた

い力とはどのような力なのか。学校統合１年目における子ども達の姿や様々な取組等を振り返り、教職員に

よる議論を経て、非認知能力と学習方略という視点から４つの力を選定した【３】。そして、この４つの力

を具体的な子どもの姿へと落とし込み、評価指標を設定した【４】。この指標は、子どもの状況や変容を見

取るための指標であると同時に、教職員が日々の授業においてめざすべき具体的な目標でもある。この評価

指標を子ども達へ向けた言葉で各教室にも掲示し、校内での意識化・共有化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校独自の非認知能力の見取り 

 

 

 

 

 

 

 アンケート実施後に 

は、各項目の結果を数

値化し、教職員による

分析・考察を行った。

【６】は、５月に行った

分析・考察の際に活用

したシートである。子

ども達に育てたい非認

知能力・学習方略の視

点から得られた結果

（数値）をきっかけに、

子ども達の日常の姿を

根拠にすることで、数

値と実態とを照合させ

ながら議論する。「振り

返り」と「今後の指針を手にすること」とは、常にセットで存在するという考えのもと、教職員による議論

から、次につなげる指針を見出すことを試みた。 

さらに、評価指標に呼応する形で児童向けのアンケートも作

成した【５】。「学びの達人アンケート」として、年に複数回

実施した。このアンケートは、学校がめざす具体的な学びの姿

を子ども達に示すメッセージであると同時に、子ども達が自己

の学びを振り返るためのツールとしても活用した。 

【６】教職員による分析・考察 

【５】児童向けのアンケート

る分析・考察 

【３】打吹小学校が向上させたい力 【４】研究の評価指標 



 

（４）学習指導案への落とし込み 

学習のねらいに迫ることと、非認知能力・学習方略の向上に迫ることは同一直線状にあるという考えのも

と、学習指導案の中にも評価指標の項目を明記した【７】。これにより、授業場面において発揮させたい非

認知能力・学習方略が明確となり、教師が意図をもって授業に臨めるようになった。 

さらに、子ども達を「学びの主体」とするために、今年度は授業場面における「発問」と「しかけ」に焦

点化した実践と検証を重ねた。 

 

【７】４年生国語科（令和６年度実施）学習指導案より 

［ 単元名「要約名人になろう」 教材名「未来につなぐ伝統工芸品」］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）考察 ―自校でつくるＥＢＰＭの基盤 

「自校でも独自に非認知能力を追っていけないだろうか。」こうした思いから始まった挑戦により、独自

に設定した非認知能力・学習方略に関わるデータ収集→分析・考察→取組・実践というプロセスを創出する

ことができた。得られるデータの量や妥当性という面については、ＩＲＴを基にしたとっとり学調には到底

かなわないが、それでも自校で創出したことのメリットは大きい。例えば、自校がめざすものや子どもの実

態に合わせたものを設定できること、データ収集の時期や回数を自校で設定できること等、小回りの効く運

用ができる。そして、全学年が共通して取り組める。これらは、とっとり学調だけでは対応できない部分で

もある。とっとり学調の限界を把握した上で、足りない部分を埋めていく術をいち早く自校で創出したこと

の意義は大きい。強力な客観としてのとっとり学調のデータとそれを補完する学校独自の指標等とを組み合

わせることにより、ＥＢＰＭの基盤が校内に形づくられてきている。 

また、非認知能力・学習方略は、教師が意図してしかけることにより、育てていくことができるものであ

る。だからこそ、学習指導案に落とし込み、日々の授業で育成していく素地がつくられたことには大きな価

値がある。ここまで紹介した個々の取組がさらに連動していくことで、評価指標に挙げられたような子ども

の育ちが実現していくと考えられる。 

 

 

３ 学校におけるＥＢＰＭの実際① 【研究推進に生かす視点】 

令和７年１月に行った校内研修では、「学びの達人アンケート」及び「とっとり学調（帳票４０）」の結

果分析を基に、３学期・次年度の研究推進や授業改善等における取組を構想した。ここでは、得られたデー

タを根拠に、どのように深掘りして取組の創出へつなげていったのか、その一端を紹介する。 

学習問題を子ども

たちのものとする

ためのしかけ 

 

「考えたくなる」

「話したくなる」

発問を精選した

言葉で設定 

全学年共通で、この時間に

身に付ける方略を「ワザ」

として共有 

学校独自の評価指標の項目を明示 

（学習指導案中のどこに設定しても可） 

【７】４年生国語科（令和６年度実施）学習指導案より 



 

（１）「学びの達人アンケート」（自校作成アンケート）を活用した分析・考察 

 まず、アンケート１回目（５月）と２回目（１２月）の結果（全校、学年ごと）を比較し、分析していく

項目を２つに絞った。次に、その項目の数値を根拠に、５月よりも向上が見られた要因と向上が見られなか

った要因についてそれぞれ考察し、どのような取組が今後必要になるのかを見出した。以下は、その流れと

概要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両項目を関連付けて、さらなる考察へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ（数値化されたアンケート結果）から、掘り下げる項目を焦点化し、全員で分析・考察を行い議論

することで、さらなる疑問や課題を見出していった。こうして少しずつではあったが、核心へと迫っていっ

た。様々な分析方法があるが、どのような分析を行うと、課題を明確に捉え共有し合えるものになるのか。

この進め方は、それを考える一つのヒントになる。 

 

伸びた要因について考察 

では、どうすればよいのだろう・・・ ⇒（３）へつづく 

【向社会性】「自分とはちがう考えを聞い

て、新しい考えや知識を増やしている」では

成果が見られるが、それが【方略】「学習で

発見した方法を他の教科や場面、家などで

使っている」ことには十分につながってい

ないのではないか。その要因は何だろう。 

 

伸びが見られなかった要因について考察 

「学びの達人アンケート」の結果を基に、分析する対象とした非認知能力・学習方略に関わる項目 

 



 

（２）「とっとり学調（帳票４０）」を活用した分析・考察 

校内研修ではさらにとっとり学調のデータ（帳票４０）を根拠に分析・考察を行うことで、３学期の指導

の力点を明確にした。ここで見出したことを３学期にすぐに実行できるように、原則として現担任と前担任

が一緒になるようグループ編成を

行った。個々の児童の様子や変容を

よく知る両者がグループの中核に

なることで、児童の姿を根拠にした

効果的な取組等を考えることにつ

ながり、分析の精度が上がった。 

右は、この時にまとめた、ある学

年の分析シートである。自校作成ア

ンケートでも、とっとり学調（帳票

４０）でも、データと子どもの姿を

つなげ解釈しながら、成果や課題、

今後の取組等を出し合うというプ

ロセスは変わらない。 

 

 

 

（３）さらにつながるプロセス ―この日の校内研修を振り返って 

以上、１月の校内研修の概要を紹介したが、この日の研修では「３学期に努力していくこと」として、各

自が目標設定を行うことができた。また、分析の過程で教職員から、「子ども達一人一人の学習方略の伸び

に対して、学力がそれに見合った十分な伸びを示していないのはなぜだろうか」という疑問が出てきた。そ

して、先の「学びの達人アンケート」で分析した２つの視点「向社会性」「方略」の成果と課題に、そのヒ

ントがありそうだということにたどり着いた。こうして、教職員が行った分析・考察をさらなる根拠にして、

新たに追究していく以下のような問いが生まれた。 

 

 

 

 

教職員がたどり着いたこの重要な問いに対して、まずは各自が自分なりの仮説を考え、後日開催される「研

究のまとめ」の研修会でそれを提案し合うことになった。 

このように、教職員の議論によって問いが洗練され、さらに追究していく流れが生まれた。 

以下は、この日の職員研修を振り返って、研究主任から教職員へ発信されたメッセージである。研修で何

が議論され、どのような方向に向かうことになったのか、現場の声と手応えを読み取ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・（前略）・・・ 

 そのような意味において、始業式前日の分析会はとても大事な時間となりました。休み明けにも

関わらず、先生方の思考がフル回転しておられる様子がうかがえました。「知識を広げようとして

いる」「方略活用が見られない」と、２つの結果に絞って考察していきましたが、様々な視点と関連

付けることで授業づくりの課題が少しずつ浮き上がってきました。子どもたちに必要なのは、「知

（方略）を増やすこと」だけではありません。「学んだ知を結集し、そこから新たな課題に対して獲

得した知を駆使して使える力」が必要なのです。だからこそ、「～するときには、どうすればよいの

だろう。」という問いを抱く「クセ」をつけていくことが大切だと考えます。また、発見した方略に

ついて「これは使える！」と、よさを実感する場を単元のどこかで仕組まなければ、子どもたちは実

生活で使おうとはしません。 

今回の分析を通して、方略を意識した学習展開の重要性に気づかれた先生方が多くありまし

た。・・・（後略）・・・  

［打吹小学校 研究推進だより（令和７年１月１６日号）より抜粋］ 

「学んだ知識（方略）を意識し、駆使することのできる子を育てるためには、 

どのような取組をすればよいのだろう」 



 

（４）考察 ―学校におけるＥＢＰＭの実際① 【研究推進に生かす視点】 

ここまで、自校アンケートととっとり学調（帳票４０）を活用して得られたデータを根拠に、そこからど

のように深掘りして取組の創出へつなげていくのか、途中経過ではあるがその一端を紹介した。分析する視

点を焦点化したり、関連付けたりしながら議論し合うことで、徐々に教職員が向かう方向性を明確にしてい

った一例である。 

データ（数値）は重要なきっかけを示してくれるが、答えを示してくれるものではない。だからこそ、デ

ータ（数値）の背景にある子どもや教師の営みを振り返り、データと実際とを往還・照合させながら、今後

に向けて何らかの仮説を立てて取り組んでいくしかないのである。 

その意味において、安易に答えを求めようとするのではなく、教職員の中から課題解決に向かう動きや機

運が徐々に生まれてきたプロセスにこそ、大きな価値があったのだと考える。もちろんある程度の時間と労

力は要するが、教職員一丸となってこうしたプロセスを積み重ねることが、学校組織及び教職員一人一人の

力量を上げることにつながっていると考えられる。 

 

 

４ 学校におけるＥＢＰＭの実際② 【個の支援に生かす視点】 

 

 

 

 

 

 

５ 終わりに ―現場の教職員にしかできないこと 

本報告は、打吹小学校の取組の一部分を断片的に取り出したものに過ぎない。報告書にあるほどスムーズ

に取組が進んでいたわけではなく、実際には、教職員による様々な思いや願い、努力や苦労があり、校内で

少しずつ共通理解を図りながら、試行錯誤を経て形となってきたものである。また、教職員がこうした様々

な取組を重ねてきた裏には、校長による教職員への戦略的な関わりやアプローチがあったことも大きい。本

報告の内容は、報告書では見えない数々の努力や苦労の賜物であり、今後もさらに形づくられていくもので

あることを伝えておきたい。 

 

終わりに、ＥＢＰＭにつながる校長のメッセージを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「データ」と子どもの「実際・実態」とをつなぎ解釈すること、そしてそれを基に、個や集団に応じた取

組や支援を創出すること。本報告でも紹介してきたこれらのプロセスは、まさに現場の教職員にしかできな

いことである。これは、学校現場におけるＥＢＰＭの肝となる部分と言えよう。そのプロセスの精度を上げ

ていくためにも、現場の教職員には、データと子どもをつなぎ、深掘りしていくだけの確かな「見取りの力」

と、個や集団に応じた様々な取組を創出できるだけの「引き出しを増やしていくこと」が一層求められる。 

 現場の教職員にしかできないこと、そこに「教育のプロ」としての自覚と誇りをもって取り組んでいくこ

とが重要である。 

 打吹小学校の取組は、そうしたことを改めて伝える好事例であり、多くの学校が参考にし、取組の充実に

つなげていかれることを期待したい。 

 

 

「数字」は有能であるがすべてを語ることはできない。同様に私たちの「感触」は多くの場合、的を外

さないが、やはりすべてを語ることはできない。私たち教職員は幸せな立場にいる。私たちは、持ちうる

「データ」と生ものとしての「実際・実態」というふたつの事柄どうしを、常に対話させる必要がある。

このふたつを対話させることができるのも、やはり私たち現場の教職員しかいないのである。 

私たちが「主観」におぼれかけたとき、「とっとり学調」は強力な「客観」として私たちを支えてくれ

るであろう。          ［令和６年度 学力向上検討会議発表資料（P.28）より一部抜粋］ 

※本内容について Web版では割愛します。 



72 

 

令和５年度の 

報告書はこちら 

客観的な根拠を重視した教育政策（ＥＢＰＭ）の推進 

【「とっとり学力・学習状況調査倉吉市プロジェクト」―倉吉市立西中学校の事例】 

 

１ はじめに 

本プロジェクトでは、とっとり学力・学習状況調査（以下、とっとり学調）のデータをどのように学校

経営へ活用していくかということについて、学校、倉吉市教育委員会、県教育委員会が一体となって共同

研究を進めている。具体的な取組や検証について、本稿では倉吉市立西中学校の取組の概要を報告する。 

 

２ これまでの取組 

 西中学校では、「人間力を育てることが学力の伸びにもつながっていく」という仮説

をもとにした学校経営が行われており、その検証にとっとり学調のデータを活用して

きた。「『型』を身につける指導が力を伸ばすための土台となり、つながりと感動のあ

る学校行事と主体的な生徒会活動を通して、生徒の主体性や自己肯定感が高まり、学

力が伸びた。」として、成果につながったと考えられる具体的な取組を昨年度の報告

書で紹介したところである。 

 

【令和５年度とっとり学力・学習状況調査報告書 倉吉市立西中学校の事例】 

「今後さらに学力を伸ばしていくために（今後の取組の方向性）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この方向性をもとに、さらに学力を伸ばしていくために、令和６年度は次の取組を行った。 

 

３ 令和６年度の取組 

（１） 伸びている生徒の傾向分析 

【学校分析シート】「今年度の学習状況（学力の伸びと学力値）」を活用し、学力が伸びている生徒

（特に、「学力は低いが伸びている生徒」）の特徴と教師のアプローチについて学年ミーティングを行

った。データと教師側の見取りをもとに「学力は低いが伸びている生徒」に着目し分析・考察をする

と、「誰とでも関わることができる」「地道にこつこつと取り組む」「授業での教え合い、グループワー

クに意欲的」などの特徴があり、傾向として非認知能力の高い生徒が学力を伸ばしていることが分か

った。 
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授業研究会のねらいと授業参観の視点より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 非認知能力に着目した授業改善 

授業の中で、協働的な学び合いを通して非認知能力を育むことで学力は向上するという仮説のもと、

全校で以下の取組を行っている。 

①「西中めざす授業の姿（１０の視点）」をもとにした協同学習の実施 

今年度は、「学びたくなる学習課題の設定」と「協働的に課題を解決する活動の設定」を重点項目と

し、生徒が課題意識をもち、自分たちの力で解決（達成）することを通して、生徒が主体となり生徒自

らが学びとる授業づくりを意識している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「授業で身につけさせたい子どもの姿（行動指標）」 

（具体的な教師の手立て・しかけ）の設定 

年度初めの研修で、「学校行事はもちろん、授業の中

でも非認知能力はねらいをもって育てていくことがで

きる」ということを全職員で確認した。そこで、職員

で協議し、学校独自で「自己効力感」「やりぬく力」「向

社会性」「勤勉性」「自制心」に照らし合わせて「授業

で身につけさせたい具体的な子どもの姿」と「具体的

な教師の手立て・しかけ」を作成し、育てたい非認知

能力を授業の中に具体的に落とし込んで授業実践を行

っている。 

授業研究会においてもこの行動指標を指導案に反映

させ、非認知能力を育む取組はどれほどできているか

を見取り、必要な取組や手立てについて協議を行って 

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にここに着

目し、分析・

考察 

学習指導案より 

重点項目 

③ 

重点項目 

⑨ 
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倉吉西中が今年度作成した「授業で身につけさせたい子どもの姿（行動指標）」 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

③非認知能力アンケートの作成・活用 

生徒の非認知能力の変化や変容を、より短いスパンで具体的に捉えるため、「【西中版】非認知能力ア

ンケート」を独自に作成し、学期に１回実施した。その結果を分析して実態の把握や授業改善に生かし

ている。今後は、県の非認知能力等調査アプリ「見え～る」も活用しながら授業改善につなげていくこ

とを考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「【西中版】非認知能力アンケート」より 
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（３）一人一人を大切にする指導 

①「水曜会議」での個票の効用 

「水曜会議」の詳細については昨年

度の報告書に掲載をしているが、不登

校対策として毎週水曜日に行っている

この会議で、【帳票４０】のデータを生

徒理解に活用し、課題解決に向けた具

体的方策について話し合っている。生

徒一人一人の変化に気付き、寄り添い、

大切にする支援が新規不登校の減少につながっていると考えられる。 

 

②個別支援の充実 

学力を伸ばした生徒の割合に着目し、伸びた要因を分析した。可能な範囲で授業をＴＴで行い、一人

一人の生徒に丁寧にかかわることにより、低位の生徒もあきらめずに落ち着いて学習に取り組むことが

できたことが伸びの一つの要因ではないかと考えられる。ＴＴを行っていない他の教科の授業でも、一

人一人に寄り添った指導が行われており、安心して学ぶことができる環境づくりが非認知能力の高まり、

学力の伸びに影響していると考えられる。 

 

このように、学校生活の様々な場面で教師が生徒一人一人に寄り添い支援することを大切にしているこ

とが成果につながっており、アンケート結果から生徒もそれを実感していることがうかがえる。とっとり

学調で大切にしている「一人一人の伸びをしっかり見ること」を全職員が共通理解し取り組んでいること

が、「学力向上」と「不登校の未然防止」につながっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 終わりに 

 西中学校では、とっとり学調のデータから生徒の伸びの状況や特徴的な傾向を把握し、伸びの要因等に

ついて分析・考察を行い、目指す学校像の実現に向けて分析したデータ結果を活用し、その後の方向性や

具体的な施策につなげていこうと取り組んできた。 

 とっとり学調は他の検査や調査では見取ること

ができない一人一人の伸びや伸びた理由を明確に

つかむことができ、取組を行ってきた職員の大きな

自信につながった。また、これまで大切にしてきた

こととデータとの関連から、「強みを生かして学校

経営や学級経営を行うこと」や「一人一人をしっか

りと見取り適切に支援することが学力向上や不登

校の未然防止につながる」ということが明らかになった。さらに、育てたい非認知能力を授業の中に落と

し込み、授業改善につなげたことも今年度の大きな成果であった。 

取組とデータをもとにした分析・考察から、人間力（人柄・人間性）の育ちと学力の伸びとの関連につ

いての知見が蓄積されつつある。さらに、令和７年度に向けて分析結果をもとに生徒の主体性を伸ばすた

めのプロジェクトを立ち上げるなど、今後の学校の新たな挑戦にも注目していきたい。 

特に、下位の生徒

が教師の丁寧な関

わりを実感してい

ることが明らかに

なった。 

 

とっとり学調のデータの分析結果を指導・支援につなげる 
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客観的な根拠を重視した教育政策（ＥＢＰＭ）の推進 

【岩美町教育委員会等の取組】 

 

１ 令和５年度の戦略会議で挙がった研究テーマ 

 ・児童生徒の「学力の伸び」の違いには、何が関係しているのか。 

 ・非認知能力、学習方略を高めるためには、何に重点をおいて指導していくとよいのか。 

 ・どのような教育施策が、伸び続ける児童生徒の育成に効果があるのか。 

 ・「１０才の春、１５才の春」に向けて小中連携で何に取組んでいけばよいのか。 

   ※このような視点をもって、推進チーム会議で協議し、学校訪問を行った。 

 

２ 具体的取組の記録 

（１）スケジュール 

日にち 内容 参加者 

４月２２日（月） 

第１回戦略会議 

・現状についての情報共有 

・研究についての協議 

・町教委 ・県教委 

５月２２日（水） 

第２回戦略会議兼地方教育アドバイザーによ

る町教委及び学校訪問 

・岩美中学校訪問 

 校長面談、授業参観等 

・岩美町教委員会訪問 

現状についての情報共有 

取組についての協議 

・町教委 ・県教委 

・学校 

・地方教育アドバイザー 

６月４日（火） 

岩美町・倉吉市活用協力校連携 

・活用協力校の校長による調査結果をもとに

した対話 

・町教委 ・市教委 

・県教委 ・学校 

８月１日（木） 

令和６年度岩美町教育研究会研修会地方教育

アドバイザーによる学校訪問 

・岩美中学校訪問 

・とっとり学力・学習状況調査に係る研修会 

・町教委 ・県教委 

・学校 

・地方教育アドバイザー 

１０月１８日（金） 

第３回戦略会議 

・令和６年度調査結果をもとにした協議及び

取組について 

・町教委 ・県教委 

１１月８日（金） 

岩美町プロジェクト会議 

・岩美中学校との協議 

 令和６年度調査結果をもとにした協議 

・町教委 ・県教委 

・学校 

１１月２７日（水） 
第１回岩美町チーム会議 

・学校担当者との調査結果分析 

・町教委 ・県教委 

・学校 

１２月２日（月） 
第２回岩美町チーム会議 

・各学校長との協議 

・町教委 ・県教委 

・学校 

１月１７日（金） 

岩美町・倉吉市活用協力校連携 

・活用協力校の校長による調査結果をもとに

した対話 

・県教委 ・学校 

１２月、３月 
岩美町立小学校訪問 

・令和６年度調査結果をもとにした協議 

・町教委 ・県教委 

・学校 
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（２）令和６年度岩美町教育研究会研修会 

  岩美町内の全小・中学校合同で、とっとり学力・学習状況調査の活用について研修会を実施した。地方

教育アドバイザーや鳥取県教育データ活用アドバイザーを講師として招聘し、とっとり学力・学習状況調

査の意義や教育データの活用について研修を行った。最後に各学校の取組について協議した。 

 （内容） 

・講義「スクラム教育とコミュニティ・スクールを最大限に活かすために」 

    文部科学省総合教育政策局地域学習推進課法規係  

岩美町地方教育アドバイザー 藤野 萌子 氏 

・講義「とっとり学力・学習状況調査の意義について」 

文部科学省大臣官房人事課 人事企画官（併）副長  

岩美町地方教育アドバイザー 大江 耕太郎 氏 

・講義「教育データの活用について」（オンライン） 

文部科学省大臣官房人事課計画調整班専門職  

鳥取県教育データ活用アドバイザー 大井 康平 氏 

・協議・発表「今後の取組について」 

 

（３）岩美町チーム会議の取組 

  ①とっとり学力・学習状況調査の分析 

    令和６年度の調査結果をもとに、各学校の結果の伸長につながったと考えられる取組や、今後の取

組の方向性について意見交換を行い、町内の各学校で取り組むことについて協議した。 

  ②各学校長との協議 

    鳥取県教育委員会からとっとり学力・学習状況調査についての説明後、とっとり学力・学習状況調

査の活用や学校の現状について意見交換を行い、学校を超えた取組について協議を行った。 

 

（４）岩美町学校訪問 

岩美町教育委員会と県教育委員会が岩美町内の全学校の結果を把握し、各学校におけるとっとり学力・

学習状況調査の結果の活用状況や学校経営にどう生かしていくか、調査結果をもとにどのような取組に力

を入れていくか等について各学校管理職及び担当者、岩美町教育委員会、県教育委員会で協議した。 

○協議例：（分析シートと実際の見取りによる分析から） 

・全体的に認知的方略は向上した。何をほめるか具体化したり、授業の中でやり取りをしたりした結

果と推察 

 ・学習に向かえるようになったが、下位層が多いため、３学期は習熟の充実を図る。 

 

３ 成果と課題 

（１）成果 

○岩美町教育委員会と県教育委員会がチームとなり、調査結果の分析をすることで、課題を共有し、そ

の対策について協議することができた。 

○小学校と中学校がそれぞれ持っているデータを共有し分析することで、中学校区内の小中連携を充実

させることができたと考える。 

○とっとり学力・学習状況調査結果をもとに学校の実態について協議することで、客観的に状況を把握

したり、取組の成果を検証したり、改善の方向を検討したりすることができた。 

（２）課題 

  ○県、町教育委員会や学校の分析だけでなく、大学等と連携したアカデミックな分析を基に、どのよう

な児童生徒が伸びているのか、どのような教育施策が児童生徒を伸ばしているのかについて知見を創

出していくことが、今後の教育に必要であると考える。 


